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はじめに

1 99 1 年の設置基準改訂を機に本格化した 一

連 の大学

改革 の 中で , 教養教育の あり方､ とりわけ教養部の 廃止

と連動したカリキ ュ ラム改革が ､
1 0年以上にわた っ て問

題にな っ て いる｡ 大学生の ｢ 学力低下+ という大学の 大

衆化にと っ て避けて通れない課題を前に､ 教養教育の

あり方や新たなカリキ ュ ラム の模索が 進められ て い る｡

し か し､ 教養 の 形成は大学の フ ォ ー マ ル なカリキ ュ ラム

編成だけで培われるもの ではなく､ 学業以外の読書によ

るところが大きいことは言うまでもない

本調査では , 新潟大学学生お よび卒業生の在学時の

読書行動に焦点化し､ 多様な学生生活のなか で読書が

どのように位置づけられてい る のか検討する｡ 学生 の読

書離れが指摘されて 久しい が ､ それは 学生の 生活ス タ

イル の変化から読書する集団の 喪失によるとこころが大

きいことなどを指摘する｡

本調査は ､ 平成1 4 年度新潟大学教養教育実施委員会

経費 ｢ 新潟大学生の読書行動の 実態と育成+ を受け､

新潟大学を卒業者の , 在学中及び現在の読書に つ い て

調査したもの で ある｡ こ の卒業生調査 は , 同窓会事務

局 の協力を得て ｢同窓会名簿+ を台帳として無作為抽

出により実施した ｡ 配布数は ､
1 , 00 0人 ｡ 回収数は4 71

人､ 回収 率47 .
1 % で あ っ た ｡ 回答者 の 学部構 成 は ､

人 ･ 法 ･

経学部1 2 2 人, 教育学部1 01 人 ､
工 学部8 3人 , 農

学部､ 8 9 人､ 医学部76 人｡ 年齢構成は ,
2 0代36 人､ 3 0

代64 人､ 4 0代71 人､ 5 0代1 11 人､ 60 代以上1 8 9人となり､

高齢者に偏 っ たサンプルとな っ て い る｡ なお､ 理学部卒

業生に つ い ては ､ 学部全体の 同窓会名簿が存在しない

ため､ 調査を見送 っ た｡ 調査を通して ､ 本学 の教養教

育及び学生 - の読書指導の あり方を考える上で の 手掛

かりが得られることを願 っ て い る｡

1 . 現役学生と卒業生の読書行動

まず ､ 現役学生の読書実態に つ い て ､ 平成1 4 年度に

実施された新潟大学学生生活実態葡査に読書項目から

みておこう (表 1 参照) ｡ 院生を含む新潟大学学生の読

書量は ､ 1 カ月で ｢ 1 - 4 冊+ が全体の 6 割を占める

が
､ 気 になるの は本 を1 カ月に 1 冊も読まない 学生が

3 割近くにな っ て い ることで ある｡ 本をコγスタントに読

む学生と､ ま っ たく読まない 学生に分離して い ることが

わか る｡ 結果は示さない が ､ 図書館の利用頻度と読書

量の 関係をみると, 本を1 冊も読まない学生の 4 割以上

は , 図書館もほとんど利用して いな い ｡ この ことは ､ あ

らためて学生の活字離れを裏づけるもの であるが ､ こ の

分布は学年によ っ て差は なく､ 表 1 にみるように性差が

ある｡ 読書は ､ 女子学生 の方が積極的である｡ 男子学

生の 3 人に 一 人は ､ 1 カ月に本を
一

冊も読んで いな い ｡
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表 1 1 カ月の 統暮敢 : 性別 %

男 子 女 子 全 体

1
-

4 冊

5 - 9 冊

10 冊 以 上

読 ま な い

5

3

5 . 4

8 . 2

3
.
1

3 . 3

6

2

4
.
5

8 . 8

3
.
5

3 . 2

5 9
.
1

8 . 4

3 . 3

2 9 . 2

8 3 4 (10 0) 54 3 (1 0 0) 1 , 37 7 (1 0 0)
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それで は, 学生はどんな本を読ん で い るの か ｡ 表 2

は､ 読書 のジャ ン ルを示したもの である｡ 読書好きの 学

生は ､
｢ 日本文学+ (小説) や ｢

一 般娯楽+ 雑誌を読ん

で いることが わか る｡ ここで , 読書ジャ ン ル の 変化をみ

るために卒業生の それと比 べ てみよう｡ 卒業生ア ン ケ
ー

トから､ 卒業生の年齢を2 0 ･ 30 代 , 4 0 ･ 5 0 代 , 6 0代以上

の 3 区分でみると､ 読書の ジャ ン ルには20 ･ 30 代以下と

それ以上では世代間で読書傾向に大きな溝のあることが

わかる｡ こ の沈黙の溝を埋めるのが ､ すぐあとで みる電

化製品で ある｡ 1 3 ジャ ン ル のうち､ 2 0
･ 30 代以下の 若い

世代が それ以上 の世代よりも在学時に比較的よく読んだ

というジ ャ ン ル は ､ 趣味娯楽とマ ン ガで ある｡ 若 い世代

の 読書ジ ャ ン ル は , 現役学生と連続性が ある｡ 60 代以

上に つ い ては ､ 出版事情は昭和4 0年代とでは大きく異な

るの で単純な比較は できない が ､ 世代間の 教養の差は

明らかで ある｡ 教養書 - 人格 の 完成は､ 昔 の話である｡

新たな教養概念が模索されるの は, 制度 の 変革の みな

らず, こうした読書ジャ ン ル の変化が背景にある｡

表2 読書の ジャ ン ル : 性別 %

男 子 女 子 全 体

日 本 文 学

外 国 文 学

歴 史 ･ 紀 行

思 想 ･ 哲 学

語 学 ･ 言 語

美 術

一 般 科 学

医 学

音 楽

コ ン ピ ュ ー タ

数 学

ス ポ ー ツ

法 律 ･ 経 済

一 般 娯 楽

21
.
5

4
. 3

1 0 . 4

4
.
5

2

0
.
5

1 4

5
.
4

3 . 1

6 . 8

2

3 . 8

3
.
8

1 3 . 2

4 5 . 1

7
.
8

3 . 2

2
.
6

2 . 2

1
.
7

4 . 3

4
.
3

2
. 6

0 . 4

0

5

5

2 0

3 1

5
.
7

7 . 5

3
.
7

2 . 1

I

1 0 . 1

5

2
.
9

4 . 2

1 . 2

5
.
4

4 . 3

1 5 . 9

1 0 0 % 1 0 0 % 10 0 %
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表 3 卒業生が在学時代によく読んだ本 %

20 ･ 3 0 代 40 ･ 5 0 代 60 代以上

日 本 文 学

外 国 文 学

思 想 書

歴 史 小 鋭

推 理 小 説

S F

ノン フィクシ ョン

マ ン ガ

ビ ジ ネ ス 香

寺 門 書

趣 味 娯 楽

教 養 書

論 壇

28
.
6

1 2 . 2

1 9
.
8

2 1
. 6

2 6 . 5

18 . 6

36 . 1

4 4 . 9

10 . 1

6 9
.
8

5 1 . 5

34
.
7

3 . 1

50
.
3

34 . 8

5 2 . 8

3 7 . 9

3 5 . 2

2 1
. 8

4 1

2 6 . 4

5 . 6

8 0
.
2

3 3 . 1

6 6
.
3

1 9 . 1

5 5 . 9

3 6 . 6

5 7 . 1

4 2
.
1

2 0 . 7

6
.
3

3 7 . 1

2
.
2

1 2 . 3

8 3
.
6

3 0 . 4

6 4 . 3

3 3 . 2

N 98 1 7 9 1 8 4

｢ よく蔑ん だ+ ＋｢どちらかとい えば読んだ+ の 比率

表4 現役学生の現在の学生生活 (学部生) %

第 一 選択 第二 選択

勉 強 や 研 究 が 第 一

ク ラ ブ ･ サ ー

ク ル

趣 味 ( 読 書 な ど )

友 人

資 格 取 得

ア ル バ イ ト

特 に 重 点 な し

な ん と な く 過 ぎ て い く

42

1 4
.
7

1 2 . 4

8
.
2

0 . 6

1 . 8

1 6
.
2

0 . 3

2 . 3

8
.
3

15 . 7

3 2
.
8

3
.
3

8 . 1

1 0
.
6

17 . 3

2 . 学生生活のなかの読書

言うまでもなく､ 読書は学生生活 の 一

部 である｡ 以下

では ､ 読書が学生生活の なかでどのように位置づけられ

て い るかみておきたい ｡ 学生生活実態調査からみると､

学部生は ｢勉強や研究に第
一

をお い た生活+ と ｢良き

友人を得たり, 豊かな人間関係を結ぶことが第 一 + を選

択して い る｡ 表 4 で は ､ 読書は趣味の 項目の 一

つ に含

まれて いる の で ､ 表 5 の学業以外 の過ごし方を複数回

答で みると､ ｢音楽を聴く+ ､ ｢テ レ ビ
･ ビデオ+ ､ ｢友人と

のおしや べり+ をして過ごすが 上位にあり, 読書は 4 番

目以降である｡ 実際, 学生生活 (院生を含む) の小道

具である電化製品などの所有率は ､
C D ･ M D が95 . 5 % ､

携 帯 電 話 は9 4 . 7 % , テ レ ビ は9 1 .
1 % ､ パ ソ コ ン は

8 5 . 8 % ､ ビ デオ
･

D V D は8 5 . 5 % ､ 家 庭用ゲ ー ム 機は

5 7 % ｡ い ずれも高 い所有率を示して い る｡ こうした電化

製品なしに現在の学生生活は送れない ｡ 自動車所有率

は4 0 % に のぼる｡ か つ て の 賛沢品が ､ 現在では必需品

にな っ て い るのだが , 個人で楽める消費型の 生活グッズ

が支配的だといえる｡‾同じ活字とい っ ても､ 本 の 活字よ
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りもディスプレイ上の活字に慣れ親しんでいるといえる｡

それで は, こうした現役学生の個人消費型の生活スタ

イルは ､ 読書行動とどの ような関係にな っ て い る の か ｡

この 点を考える上で 有益な示唆を与えるの は, 読書行

動に与えるレファ レ ンス ･ グル
ー

プ の役割を重視した粒

来の調査である (粒来 : 1 99 9) ｡ 粒来は, 東工大と京大

の 理学部生を対象とした読書調査から, 読書離れには

学生の 人間関係 の希薄化による読書スタイル の変化が

あることを指摘して いる｡

表5 学業以外の過ごし方 (学部生) 数値%_

第1 選択 第 2 選択 第3 選択

1
. 音楽を聴く(24 . 7)

2 . テレビ ･ ビデオ(16 . 4)

3 . スポ ー ツ(1 3 . 0)

4
. 読書(12 .4)

5 . 旅行(5 .7)

1
. テレビ

･ ビデオ(27 .1)

2
. シ ョ ッピング(ll .5)

3 . ′ミリコ ン(10 . 0)

4
. 読書(8 . 5)

5 . ぼんやりと(7 .4)

1 . 友人とおしやべり(21 . 0)

2
. ぼんやりと(19 . 2)

3 . /iリコン(ll . 5)

4
. 散歩(10 .4)

5 . その偽(8 . 5)

ここで は文系､ 医歯系を含めた新潟大学卒業生調査

によ っ て ､ 在学時の 友人関係と読書スタイル の変化を世

代別に探 っ てみたい ｡ この 関係が明らか になれば､ 学

生時代の 読書は ｢孤独な読書+ を越えた､ レ ファ レ ン

ス
･

グル
ー プの なか の 開放的 ･ 競争的な読書体験を通じ

て獲得されてい たという仮設が実証できるであろう｡

表 6 在学 中､ 熱心 に取り組んだもの : 因子分析

20 ･ 30 代

卒論 ･ ゼ ミ
ー

般教養科目 友人 ･ 部活

語 学 の 授 業

一 般 教 養科目

専 門 の 授 業

専 門 ゼ ミ

卒 論 執 筆

読 書

部括 ･ ス ポ ー ツ

文 系サ ー

ク ル

友 人と の 交 際

ア ル バ イ ト

自 治 会 活 動

0
.
0 2 1

0 . 14 5

0
.
58 4

0 . 84 3

0
.
8 1 8

0 . 8 6 8

0 . 5 9 1

0
.
2 6 5

0 . 8 8 0 . 0 4

0
.
3 7 0 . 0 9 1

-

0 . 7 4 0 . 1 4

0
.
2 4 7 - 0 . 0 1 9

0 . 2 5 5 - 0 . 1 3

0 . 0 8 3

-

0 . 0 7 1

0 . 0 7 3

0
.
1 0 9

-

0 . 0 7 4

-

0 . 4 4 5

0
.
7 5 2

ー

0 . 36 5

0
.
6 8 2

0 . 1 9 5
-

0 . 3 7 1 0 . 20 8

- 0
.
1 1 2 0

.
0 4 6 0 . 23 1

40 ･ 5 0 代

教養 ･ 語学 卒論 ･ ゼ ミ 友人 ･ 読書

語 学 の 授 業

一 般 教 養科目

専 門 の 授 業

専 門 ゼ ミ

卒 論 執 筆

読 書

部括 ･

ス ポ ー

ツ

0 . 7 7 9

0
.
7 9 9

0 . 6 1 9

0 . 1 8 3

0
.
1 4 2

0 . 2 6 8

- 0 . 1 6 9

- 0 . 0 0 5
-

0 . 0 0 2

0 . 1 7 4 0 . 0 6 6

0
.
3 4 - 0

.
00 6

0 . 8 3 4

0
.
8 7 7

-

0 . 1 4 8

-

0 . 01 1

- 0 . 0 6 6

0 . 6 1 9

- 0 . 1 4 7 0 . 17 1

文 系 サ ー

ク ル
-

0 . 0 2

友 人 と の 交際 - 0
.
12 3

ア ル バ イ ト ー

0 . 06 4

自 治 会 活 動 - 0 . 39 4

0 . 0 3 6

- 0
.
0 0 3

0 . 3 9 6

0
.
7 8 3

0
. 3 5 5 0

.
5 1 6

0 . 3 2 4 0 . 0 6 8

6 0 代以上

専門 ･ 卒論 教養 ･ 読書 自治会

語 学 の 授 業

一 般 教 養科 目

専 門 の 授 業

専 門 ゼ ミ

卒 論 執 筆

読 書

部括 ･

ス ポ ー

ツ

文 系サ ー ク ル

友 人と の 交際

ア ル バ イ ト

自 治 会 活 動

0
.
1 8 8 0

.
6 7 - 0

.
0 86

0 . 2 3 6

0 . 6 6 9

0 . 8 4 8

0
.
8 6 6

0 . 0 0 9

0 . 7 0 3

0
.
28 9

0 . 14 5

0
.
0 35

0 . 6 46

- 0 . 0 3 8 - 0 . 28

0
.
1 1 7 0

.
0 68

-

0 . 0 3 0 . 0 5 3

0
.
0 2 1 0

.
0 1 9

-

0 . 0 51
-

0 . 1 0 2

-

0 . 1 4 2

- 0
.
0 1 6

-

0 . 0 6 3

0
.
1 5 9

0 . 3 4 6

- 0 . 3 7 7

0
.
7 6

0 . 2 1 8

0
.
0 4 4

0 . 7 0 6

表6 は, 読書行動がどのような学生生活と関連したも

の か みるために､ 卒業生が在学 中に取り組んだ1 1 の 活

動を因子分析によっ て要約したものである (｢熱心に取り

組んだ+ から ｢ 熱心で なか っ た+) の 4 段階) ｡ これに

よ っ て世代別に学生生活のなか で ｢読書+ がどのような

活動と深く関わ っ て い たの か鮮 明になる｡ まず, 2 0 ･ 3 0

代 の若い世代では､ ｢ 読書+ は 3 因子 の いずれにも明確

な相関をもたない が ､ 興味深 い のは若 い世代で は ｢ 友

人との 交際+ 因子とマ イナス相関を示すことである｡ つ

まり､ 読書は友人との交際を離れた文字通り孤独な読書

にな っ て い るの である｡

ところが ､ 4 0 ･ 5 0 代 の卒業生はそうで はなか っ た｡ この

世代 の ｢読書+ は ,
｢ 友人との 交際+ 因子 , 6 0 代以上

では ｢ 一 般教養科目 ･ 語学+ 因子と高い相関をもっ て い

た の である｡ この ことは, ｢読書+ がか つ て は ｢友人と

の 交際+ や ｢教養の授業+ と関わ っ て い たの が､ 若 い

世代になると ｢ 読書+ は授業や人間関係から抜け落ち

て いることを示して い る｡

｢ ほとんどの授業が つ まらないもので あ っ たが ､ ゼミは

別 だ っ た｡ 討論､ 闘論, 倒論｡ これこそ､ 大学 の 授業

だと感じた｡ ゼミの 準備の ため ､ 論破されな いよう､ 読

書をした｡ 読書の質､ 量 は ､ 他 の授業とは比較にならな

か っ た｡ + ( 人文学部5 0代)

こうした読書行動の 孤立化は､ ｢ 在学中の ､ 友人との

会話 の なかで 読書が 話題に な っ た+ かどうか の設問に

よっ ても知られる｡ ｢よく話題にな っ た+ ＋ ｢ときどき話題

にな っ た+ の割合は, 6 0 歳代以上で は 6 割､ 4 0 ･ 50 歳

代では 5 割､ そして2 0 ･ 3 0 歳代で は 3 割と､ 次第に読書

が友人との会話から消えて い ることかわかる｡ すで に20
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表 7 友人 との 会話 で話題にな っ たジャ ンル

20 ･ 3 0 代 40 ･ 50 代 60 代以上

思 想 書

日 本 文 学

外 国 文 学

歴 史 小 説

推 理 小 説

S F

ノン フ ィクション

マ ン ガ

ビ ジ ネ ス 書

専 門 書

趣 味

教 養 書

論 壇

10
.
3

1 4 _ 4

2
. 1

5 . 2

9
.
3

7 . 2

1 5 . 5

4 4 . 3

4
.
1

4 1
.
2

3 5 . 1

7 . 2

0

4 1
.
6

2 6 . 6

16
.
2

.1 5

7
.
5

6 . 9

1 5

1 3
.
3

1
.
2

4 4
.
5

2 4 3

2 2
.
5

9 . 8

4 2 . 8

2 6 . 4

1 4
.
7

1 6 . 1

6
.

.
7

0 . 6

8
.
3

0 . 6

2 . 8

5 1
.
1

1 5

2 6
.
1

1 7 . 8

数億は%

年前には読書に転機がおとずれて い たので ある｡ 読書

が話題になるとすれば､ それは マ ン ガや趣味 ( ス ポ ー

ツ) に 関する本で あり､ 思想書､ 文学､ 教養書､ 論壇

などが話題にの ぼることは次第に少なくな っ て い る｡ そ

して
､ 読書が話題になる友人は ､

｢ 同じ学科に所属する

友人+ が 世代間に差が なく7 割を超え最も多いが ,
｢異

なる学科の友人+ に つ い ては2 0 ･ 30 代が2 6 .
8 % に 対して ､

4 0 ･ 5 0代 は4 3 . 1 % ､ 6 0代以上は35 . 2 % と高くな っ て い る｡

さらに ､ 自分 の専攻する分野､ 人文 - 社会科学系､ そ し

て教養書の読書会に参加した経験の あるもの は全体で

2 謝程度にすぎない が ､ 若 い世代ほど読書会 - の参加

傾向は少なくな っ て い る｡ この 点に つ い て ､
20 代 の 卒業

生は次のように述 べ て いる｡

｢読書による日本語能力の向上ということでしたら､
,
大

学よりも小 ･ 中でやることと思います ｡ 研究する際の書物

の読解力､ 論文を書く際の文章力ということで したら､

前者は熱心さ (わからなければ辞書をひくなり) ､ 後者

は教授の添削する能力や ､ それにかけられる時間が影

響するの で はないで しょうか ｡
いずれにしろ､ ｢もっ と本

を読みなさい+ というの は ､ 本来大学生に言うような事で

はないと思 います｡ 大学生にとっ ては , 読書とは ､ 研究

もしくは知識を得るための手段であり､ ( な い しは単に娯

楽) , それ以上 の (例えば本から感動を得るとか
'
v →う)

もの は , 個 人 の趣味による範囲でしょう｡ + ( 工学部2 0代)

3 . レフ ァ レンス
･ グル ー プ

･表 8 が ､
13 ジ ャ ン ル の･うち ｢教養書+ の 読書量 に及

ぼす影響に つ い て ､･ 粒来にしたが っ て ｢ 友人との 会話+

と ｢読書会+ - の 参加の 効果 の大きさ.･( β) を､ 在学

時と現在とで世代別に比較したもの で ある. i＼ここで いう
｢教養書+ の 読書量とは ､ 表 7 の 思想書､ 日本 文学､

外 国文 学, 教養書, そして 論壇 (｢世界+ , ｢ 中央公

論+) す べ てに つ い て ､
｢よく読んだ+ から ｢ あまり読ま

なか っ た+ の 4 段階 の 合計値で ある｡ ｢友人との会話+
の程度は ､

｢よく話題にな っ た+ から ｢ほとんど話題にな

らなか っ た+ まで の 4 段階､ ｢読書会+ へ の参加の 程度

は , 人文 - 社会科学系の 本と教養書の読書会に参加し

た頻度 (｢よく参加した+ から ｢あまり参加しなか っ た+)

の 4 段階の合計値で ある｡

表 8 によ っ て ､ 卒業生の 在学時における ｢教養書+

の読書量は ､
｢友人との会話+ で読書がよく話題になる

学生ほど､ また ｢読書会+ に参加する頻度の 大きい 学

生ほど多いことが わかる｡ も っ とも､ ｢読書会 - の 参加+
の効果 の大きさは ､

｢友人との会話+ の 3 分 の 1 程度 の

効果にすぎない ｡ だが ､ 若 い 世代では読書会 - の参加

は ｢教養書+ の読書量に影響をもたなくな っ ており､ こ

の世代ではも っ ぱち ｢ 友人との会話+ のなか でも話題に

の ぼることが ､
｢教養書+ の読書量 に影響をもたらして

いた のである｡

結果は示さないが ､
｢推理小説 ･ S F ･ マ ン ガ ･ 趣味

･

娯

楽書+ の読書量を対象にして 同じ分析を試みたが ､
｢ 友

人との会話+ も ｢読書会+ - の 参加も有意には ならな

か っ た
｡
これらのジ ャ ン ル の読書行動は､ 世代にかかわ

らず､ 学生個人 の閉ざされた空間の なか で の 営まれて

おり､ 友人と話題にな っ ても実際の読書行動には結び つ

か ない ｡･ ところが ,
｢教養書+ の読み方は ､ 学生間の人

間関係のなかで 口 コミとフ ォ
ー

マ ル ･ イン フ ォ ー マ ル な読

書会 - の参加を通じて､ 意識 の 高 い レ ベ ル で維持 ･

拡散

して い た｡ か つ て は､ そうした読書会 - レ フ ァ レ ン ス
･ グ

ル
ー プによ っ て認知され ､ 啓発された本の読み方があり､

そうした読書会を継続させる静持が学生の間に存在した

ということであろう｡

しか し
､ 大学 の大衆化とともに､ そうした ｢読書会+

表 8 教養書の読書量に及ぼす ｢読書会+ の 影響 数値はβ

在学時 の 教養書 現在 の 教養書

20 ･ 3 0 代 40 ･ 50 代 60代以上 20 ･ 3 0 代 40 ･5 0 代 60 代以上

友 人と の 会 話 0
.
5 1 9 * * * 0

.
5 4 9 * * * 0 . 4 36

* * *
0 . 1 9 7 0 . 3 6 3

* * *
0 . 4 1 2 * * *

読 書 会 0 . 15 6 0 . 1 7 0
* *

0 . 1 91 * * - 0 . 0 0 8 0 . 1 1 5 ＋ 0
.
1 8 2 * *

決 定 係 数 0 . 3 0 5 0 . 3 5 0 . 2 5 6 0 . 0 1 8 0 . 1 53 0 . 2 3

N 9 1 1 74 1 7 9 9 5 17 4 1 8 0

無印: p > 5 %

-
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は機能しなくな っ た｡ 世代論による説明は雑駁だが ､ 自

治会活動 の盛んであ っ た団塊の 世代 - 凄春 (世代間差

異化) から､ ポ スト団塊の世代 - 醒春 (世代内差異化)

を経て､ 団塊世代 の子ども世代 - 棲春 (自己内差異化)

になると､ 孤独な読書を支える集団が なくな っ た｡ 読書

が 友人との 会話にの ぼらず､ また読書会も消滅した今､

単 に教養ブックリストを学生に紹介しただけで は学生は

読まないし､ むしろ友人との 交際のなかでは読書は阻害

条件にすらな っ て いる｡ ソレ はソレ ､ コ レ は コ レ にな っ て

い る の である｡

さらに , 表 8 から分かる興味深い 点は ､ 40 歳代以上 の

現在の 教養書行動に対して在学時 の ｢ 友人との会話+

や ｢読書会+ - の 参加経験が依然として影響を及ぼし

続けて いることである｡ 現在 の読書習慣が ､ 在学時の友

人との関係の なか で育成されて い たことがわかる｡ 20 ･

3 0代 で は見られない在学時の教養書を読む訓練効果が ､

4 0代以上 の読書行動に現れて いる のである｡ つ まり, 彼

らにとっ て在学時の読書行動とは ､ 将来 - の ｢投資的読

香+ にな っ て い たので ある｡ およそ, 教養書 ･ 哲学書を

読むには多少とも忍耐を必要とするもの で あるが , 学生

時代の自治会活動や 一 般教養の 授業､ 読書サ ー ク ル で

培われた読書力が ､
4 0 代以上にな っ て楽しみにな っ て

い るということである｡ ところが ,
2 0 代 ･ 30 代 の若 い卒業

生は
､ 在学時の そうした 友人関係が現在の読書行動を

促して は いな い ｡ 若 い世代の本の読み方が消費化 ･ 孤

読化して い る, というのが
一 つ の 仮説で ある｡ もっ とも､

この点は世代効果なのか , 年齢効果なの か 1 時点 の調

査だから区別は つ かな い ｡

4 . おわりに
一 読書する集団の育成を

太報告で は , 新潟大学卒業生を対象とした読書調査

から､ 彼らの在学時の読書行動とそれに及ぼす影響の

変化を世代別に検討してきた｡ 明らか にな っ た ことは ､

(1)40 代以上とそ以前の 若い 世代で は読書ジャ ン ル に大

きな溝があること｡ 若 い世代は趣味 ･ 娯楽本 ､ 古 い世代

は文学 ･ 思想書
･ 教養書に親しんで いた｡ (2)とくに堅い教

養書には ､ 読書を支える人間関係が介在して いた ことで

あるo そうした レ フ ァ レ ン ス ･ グ ル ー プ の消滅とその消滅

を埋める音楽が ､ 活字離れの要因の 一

つ にな っ て い る｡

(3) 教養書に つ い ては , 学生時代 の友人との本の会話や

レファ レ ン ス
･ グ ル ー プ内で培われた読書訓練が ､ 在学

時の みならず ､
4 0 代以上 の 世代で は卒業後も引き続き

影響をも つ ことで ある｡ レ フ ァレ ン ス ･ グ ル ー プ仮設が 妥

当するとすれば, 自 生的な集団をもた ない現在の 学生

に教養書の文献リストを手渡すだけでは堅い本は読まな

い ｡

平凡な結論であるが , 教養書よりも文学小説を, 教養

書はやさしい解説なり書評を付すなど､ フ ォ ー マ ル な教

養カリキ ュ ラムとは別に､ 潜在的カリキ ュ ラムとして の読

書体験を教員が育成する以外､ 活字離れを防ぐ手はな

いということである｡

< 付 記>

本ア ン ケ
ー

ト調査に協力して い ただい た新潟大学卒

業生各位､ 調査 を実施するにあた っ て ｢卒業生名簿+

の利用を許された人
･

法
･ 経済学部､ 医学部､ 工 学部,

農学部､ 教育学部 の同窓会事務局には ､ 調査票 の作成

に際してお世話にな っ た ｡ 記 して謝意を表した い ｡

< 参考文献>

新潟大学学務委員会 『平成14 年度新潟大学学生生活実態調査報

告書』200 4 .

粒来香 ｢大学生の 読書行動 にお けるレ フ ァレ ン ス ･ グル ー

プ の 役

割+ 山 口健 二 『大学の マ ス 化段階に お ける大学生 の 読書行動

の 変容に つ い て の 実証的研究』(平成9 ･ 1 0年度科学研究費研究

成果報告書) ､ 1 99 9 .

前 田愛 『近代読者の 成立』 策摩書房, 1 9 8 9 年 .

付表 学生 時代に非常に感銘を受けた本

< 20
･ 3 0 代>

教育学部卒 : アジア ン
･

ジャ パ ニ
ー

ズ / ダウン 症の 子をもっ て/ レ

ディ ー ･ ジョ ー カ ー / カッ パ が 覗い たインド/ 学級 の 主人公はぼく

らだ / 教えるということ/ 教室をい きい きと/ 心 に残る患者 の 話

農学部卒 : モ ン テクリスト伯 / 我らが 隣人 の 犯罪/ 資本論/ 人間

の 大地/ 星の 王子様/ 箱男

人 文学部卒 : カラ マ ー ゾフ の 兄弟

工 学部卒 : エ ー

ス をねらえ/ こ の 言葉! / 罪と罰/ 西部王 国/ 優駿

医学部卒 : 自省録

< 40
･ 50 代>

教育学部卒 : 罪と罰/ カラ マ
ー ゾフ の 兄弟/ 橋の な い 川/ 狭 山裁

判/ 現代政治の 思想と行動/ 蘇/ 自由からの 逃避 / 人間の 運命

/ 人間の 条件 / 智恵子抄 / 二 十四 の 瞳/ 破戒/ 風とともに去り

ぬ / 風土/ 変身/ 無常とい ふこと/ 夜と霧/ 竜馬が 行く

農学部卒 : イノッ ク ･

ア
- デイン / デイビット ･

コ ツ パ
ー

フ ィ ルド/ 偶

然と必然/ 広 島ノ
ー

ト/ 三 国志/ 資本論第
一 巻/ 車輪の 下/ 小

説書 田学校/ 成功 の 条件/ 生命 の 起源と生化学/ 雪/ 大地/

生物学の すすめ / 道しるべ / キ ュリ ー 夫人/ 氷点/ 峠/ 八甲田

山から遮 っ て きた 男/ 人間の 粋

人 文学部卒 : 罪と罰/ 資本論/ こころ/ ジ ャン ･

クリストフ / フ ァ ー

スト/ 異邦人 / 音高く流れる/ 源氏物語/ こ ころ/ 人 間失格 /

沈黙/ 風と共 に去りぬ / 乏しき時代に詩人/ 夢判断/ 論理 哲学

論考

法学部卒 : こ ころ

エ 学部卒 : 峠/ 悪霊 / 我心 は石に あらず/ 核融合 - の 挑戦/ 故郷

/ 五 絵の 書/ 坂 の 上 雲/ 死霊/ 宗教と科学/ 生命 ある日 に/ 戟

没学生の 手記 我命月明に燃ゆ/ 草の 花

医学部卒 : 夢判断/ 三 国志/ されど我/ パ ン セ / 愛読記/ 金閣寺

/ 邪 宗門/ 城壁/ 新改訳聖書/ 蒼き狼/ 村で病気と闘う/ 知と

愛/ 日本故事物語/ 白 い 巨塔

< 60 代以上 >

教育学奇卒 : 車輪 の 下/ 学生に与ふ/ 夜明け前/ ガビオン 族/ と

もに 学ぶ よろこ び/ レ オナル ド研究/ 宮本武蔵/ 史的唯物論/

出家とその 弟子/ 笑の 研 究/ 心 理 学/ 善の 研 究/ 斜陽/ 大学

-
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生の 人生プラン / 波多野精 一 全集/ 亡 羊記/ 臨済録

農学部卒 : ジ ャン ･ クリストフ/ 橋 の ない 川/ チ ボ ー 家の 人々/ そ

の 妹 / フ ァ ー ブ ル 昆虫記/ 音 高く流れぬ / 何で も見てやろう/

雪国/ 第二 次世界大戦回顧記/ 貧乏物語/ 物質と生命

人文学部卒 : 資本論/ 星の 王 子様/ ジャン ･ クリストフ/ 異邦人/

橋の な い川 / 人 間の 運命/ 夜と寮/ チボ
ー 家の 人 々/ 戦争と平

和/ ドストエ フ ス キ ー の 全作品/ トニ オ ･ クレ
ー ゲ ル / バ ビロ ン の

流れの ほとり/ フ ァウスト/ フ ラン ス か ら/ ボ ー ヴオ ワ - ル - の

手紙/ 学生に与ふ/ 狭き門/ 試練に 立つ 文明/ 出家とそ の 弟子

/ 愛と認識との 出会 い / 新刑法読本 / 人を動かす/ 世 に棲む

日々 / 中世の 寺社と芸術/ 哲学ノ
ー ト/ こころ/ 土/ 島木健作

全集/ / 問題の 子ども/ 夜明け前/ 唯
一

者とそ の所有

法学部卒 : 罪と罰/ ユ ント
･ドロ ラテ ィ ー

ク/ 三 太郎の 日記

経済学部卒 : ジャ ン ･

クリストフ / カトリッ ク原 理/ 出家とそ の 弟子

/ 地の 果て / 聞けわだ つみ の 声/ 狭き門/ デミア ン / 幸福論/

若きウェ ル テ ル の悩 み/ 新平家物語/ 聖書/ この 子を残 して/

点と線 / 或る ｢小倉 日記+ 伝/ 怒りの 葡萄/ 徳川家康

医学部卒 : 黄河の 水/ 西洋哲学史/ 青春 は美わし/ 南極越冬記

/ 日本 に お ける近代国家 の 成立

卒業生 : 自由記述抜粋

■大学1 , 2 年 の教養で の 授業は 失礼ながら, 魅力の ない 内容で し

た
｡ 読書は 押し付けてで きるもの で ない ｡ 興味が なければ読書

はしない ｡ 大学の 授業と読書を結び つ ける自体､ 少々無駄では

ない で しょうか ｡ (医学部30 代)

■自分が 学生 の 頃を思 い 起 こすと､ 高校と授業内容の ギャッ プが

あっ たこと､ その 埋め方に困っ たことを思 い 出しました｡ ギ ャッ

プそ の もの は 当然の こととも思 い ました が ｡ 熱意が あっ ても自分

でどんな本を勉強すれば い い の か わからずもどか しか っ たです｡

授業の 初め に読ん で おくべ き本 の
一

覧を知らせ て欲 しか っ た で

すし, 図書館 の 本も考えてもらい たか っ たで す｡ (教育学部30

代)

■理論をふまえた実践力育成 の 総仕上げをして い ただくことが 重

要と考えて い ます｡ 私は ｢生きる力+ を(》体力②技術力③知力

④成惰力⑤交信カ⑥社会経営力⑦意思カととらえて い ます｡ 現

在､ 地域 の 世話役として①体力(診技術力③成惰力④社会経営

力を重視しながら毎日を過ごして い ます｡ (教育学部60 代以上)

■時間の 許す限り読書する事を望みます｡ 幅広 い 分野の 読書をす

ることにより広い 教養が身に付き将来の 人間形成 に必ず役立 つ も

の と思 い ます｡ 読書する習慣を つ けることが , 第
一

に 必要と考え

ます｡ 自分 の 読書不足を大変反省し て おります｡ (農 学部60 代

以上)

I 一 般論で あるが､ 読書により教養を高め ることもさることながら,

日本語 のv o a b ul a r y が ､ 若 い 世 代ほど不足 の た め, 意 が 上 手く

伝わらな い ケ ー ス が 増えて い る｡ Ⅵ) c ab ul a r y を増やすた め にも､

また､ 日本語の 正 しい 意味を身に つ ける為にも､ 学生に は でき

るだけ読書を薦めて 欲しい ｡ (農学部60 代以上)

■我が 家に 中学生が い ますが, よく新潟大学 の 学生と名乗る方 か

ら家庭教師の ア ル バ イトは い か が です かとの 電話 がきます｡ プ

ライバ シ ー の 問題がささやかれる今 日､ 人 の嫌 が ることを平気で

やる人 の 教養というか ､ 常識 を疑い ます｡ もっと 一 般教養 (例え

ば心 理学) や読書をして､ 他人の }E> の理解 がで きる人間を育て

る必要があると思 い ます｡ (我が 家に 中学生が い ることと電話番

号がどうや っ て 分か っ た かと聞くと売 っ て い るとの こと｡ それで は

あなたの 携帯電話番号を教えてくださいというとダメだという｡ 自

分がされるの は嫌だけど､ 他人なら構わない という考え方｡) (農

学部40 代)

■活字離れ が進 んで い る現在､ つ とめ て読書にカを入れ ることは

良 い ことで あり, 将来 の 人生 にお い ても必ず役に立 つ と思う｡
◆

テ

レ ビなど､ 目や耳で教養を身に つ けることも多少は できるが ､ 自

分 の 身体を通して ､ 自分 の 判断で 教養をつ か みとることこそ大

切であると思う｡ そん な意味から考えると､ 読書はとても大切な

事であると考えて い る｡ (教育学部50 代)

I 歴 史に興味がわ い て 来た の は40 歳代後半からで , 特に歴 史小

説に触発された感がある｡ 具体的には 司馬遼太郎先生の
一 連の

作品が あサブられる｡ (医学部60 代以上)

■読書は 習慣なの で小さいうちから読む癖を つ けたほうが良 いと思

う｡ (農学部40 代)

■ あまり教養と考えずに身近にあるもの を読み漁っ て い た ような気

が します｡ 読書ばなれになりがちですが ､ やはり若 い 青春時代

で の 読書経験は大事ですから, 講義や授業で の きっ か けや読書

指導をぜひ すすめて い ただ きた いと思い ます. (人文学部50 代)

■ 幅広 い 読書は大切であるが､ 限られた 時間 (生活) の 中では 専

門性を身につ ける読書が必要である｡ (教育学部60 代以上)

■講義 の 内容に関わる本､ または その 本を中Jb に あつ か っ た講義

をとおして､ 読むことに機会が与えられ,
一 生懸命 に読ん だこと

は 生涯 の 宝物 になると感じて い ます｡ 大学 の 噴にどん な本 に

(偶然か?) 巡りあうか によっ て生きて いく方向が違 っ てくるように

思 い ます｡ (農学部50 代)

■読書 の 必要は会社に入 っ て から実感して い ます｡ 言葉遣 い ､ 文

書 (辛) の 書き方, 表現力､ 想像力､ 思考 力と全てに 関係があ

り､ 幸 い 工 学部 で の 実験 レ ポ ー トは役 立ちました｡ 確か に 現在

の 若 い 人た ちは読書をして い ませ ん｡ (部下を通しても｡) 指導

しても中々うまくい か な い の が 現実 です｡ 何とか なるの で しょう

か? (工 学部50 代)

■
一

般教養科目の 単位取得 の ために, 関連する読書をすすめられ

た が ､ 卒業後の 仕事 には あまり役立 っ て い ない 様に 思う｡ 広く､

浅 い 読書で は 頭に残 っ て い ない ｡ 強制された読書でな い 方が､

い つ までも頭に残 っ て い る｡ (人文学部60 代以上)

■ 現在､ 私 は ｢ 大学教育+ の 場 からか け離れて い る着で すが ､

一

言 , ｢ 学生運動 の 嵐+ が なくな っ た頃に入学した私共 - の 御

批判と全く同じご心配をい まだにあいも変わらず大学 の 先生方が

されて い る -

｡ 大学は専門学校で は な い の です｡ あくまで 学生

の 自主性 にまかされ るべ きで は｡ 1 0 年 ･ 2 0 年前より､ 大学生 に

なっ た大変さを 一 番良く知 っ て い るの は 学生自身の 筈で すから｡

(農学部40 代)

■幼 児の 噴の 読み聞か せ や､ 小学校時代の 読書経験 が ､ そ の 後

の 読書に大きく影響すると思 い ます｡ (法学部50 代)

t l . 教養は
一 生取り込ん で いくものと考えて い ますが ､ 三哩論 の 必

要な教養は 中高校時代に教えたらと思う｡ 大学で は専門技術教

育中心､ 及び実習｡ 2 . 卒業後にお ける技術情報 の 提供を続け

て ほ し い (I T 化?) 3 . 教養部門 は
一

般にも開放 した講座を提
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供したら｡ (農学部50 代)

■学生で あ っ た頃は 読書量はそんなに多くなか っ たが , 卒業して

10 年くらい た っ て , だん だん読書量が増加 し､ 文学からノン フ ィ

クション と幅広くなり､ 読む辛が 楽しく生活 の 一 部となっ た ｡ 是非

読書を通じて 人生を有意義なもの に したい ｡ (経済学部60 代 以

上)

■勉学という点で は 全くもっ て不真面目な学生でありました ｡ 卒業

後､ 少しは 本も開くようになり､ 読書から広 がる自分の
``

知
D

と

いうもの を実感して い ます｡ ｢馬 に水を飲ませ る+ 例 で は ありま

せ んが ､ 自らが 求め る時期こそが ､ 教養教育の 時期であると考

えます｡ 大学教育が ､ その 教養教育の 時期となり得るに は､ 大

学教官自身が研究者で はなく教育者として の 専門性をより高める

必要 があります｡ 読書そ のもの は ､ 教養教育 の みならず､ 人格

形成それ自体に及ぼす影響は間違 い なく大きい もの と考えて い

ます｡ (教育学部30 代)

一教養 は知識で は有りませ ん｡ 読書 は他人の 人生や考え方に触れ

る為 の 一

つ の ル
ー

ツに過ぎませ ん｡ ( 工 学部30 代)

■小学校 の 教員をして い ますが ､ 1 年 間朝読書を続けたり, 週1 度

は 全員で図書館 - 本を借りに行っ たりして い ます｡ 子供たちの

身の 回りには ゲ ー ム やテ レ ビ, ビデオなど本よりも魅力的なもの

が たくさんあり､ 読書 の 場を設定して やらないと, 自ら進ん で読

む子供は ほとんどい ませ ん｡ (教育学部30 代)

■求められ る教養と知識は ､ 押 し着 せ の 読書 からは 生まれて来な

い ｡ 学生として の 自覚 (プライド) と欲望 (知 的運動) を引き

出す動機を与える事が マ ン ガ耽読学生を救う道であると思 い ま

す｡ (経済学部60 代以上)

■教養教育: 専門分野の 先生の 講義からは ､ 教養として あるべ き姿

は見えなか っ た o

読書 : 読書の 大切さは学生時代も現代も感じて い て 図書館に はよく

行く｡

全般 : 大学時代 の 目標を学生が つ か めるよう毎年ガイダン ス をす べ

きだと思 い ます｡ 入学時には あっ たが 年度 ごとに考え方も大きく

変化する年代であり､ その 時期にタイミン グ良く目標的な方向性

を示すことが大切｡ 学生時代は迷 っ て い る人 が多 い ｡ 自分の 体

験で｡ (農学部60 代以上)

■自分 の 経験から｡ 1 . 読書の 量は 教養知識 の 多さに｡ 2 . 読書量

の 多さは ､ 読解 力､ 読解 速さに つ ながり､ それが 仕事に お い て

決断力 (内容, 速さ) に つ なが る重要な要素である｡ - 一自分

の 反省 でもある｡ も っ と読書 (解) カを高めてお桝まと｡ 3 . 読

書により, 自信の 豊さの 高揚｡ ( 工 学部60 代以上)

■読むという動作には ､ これから得る物だけでなく､ い ろいろな方

法で得た情報､ 情操､ 知識等を整理確認 し､ 身に つ ける役割も

あると思 い ます｡ 最近に なっ ても教養部時代 で の 知識が役に立

つ 事が あります｡ 教養教育は無駄で は ありませ ん で した｡ 我々

には!!(農学部50 代)

■す っ かり忘れて い ました｡ もっとも忘れる毎度 の 読書であっ たと

も言えます｡ 社会 に 出て からは その 時その 時の 必要 に応じて の

読書で ありました｡ 現在は 自分でも思 い が けない 事で すが ､ 詩

集 ､ 語 に関する本を多く読み､ あとは時代小説が大好きとなりま

した
｡ 読 書に関 して大学の あり方とい えば, 物事を考える方法

論を教えることに あると思 い ます｡ (人文学部60 代以上)

■新 潟大学在学中は , 単位をとること､ それもできるだけ良 い 点

でとい うことを考えて い たため , 一 般教養, 専攻課程共 に､ 教

科書, 専門書, 参考書以外 にあまり本は読みませ ん でした ｡ 高

校 時 の 予習､ 復 習､ 部 活､ 受 験勉強､ 大 学時 の や はり予習､

復 習､ 部 活､ 少 し の ア ル バ イト等､ あまり本を読む (読 め る)

時間が なか っ たと記憶して おります｡ その ことが 良か っ たかどう

か は､ は なは だ疑問ですが ｡ (人文学部60 代以上)

■就職して から読書にあてる時間が本当に貴重だと感じます｡ や

はり学生の うちに多く読書する べ きだなあと痛感 して おります｡

(農学部30 代)

■教官 からどんどん小論文の 課題を出して ほ しい ｡ (教育学部50

代)

I 出版の 量 は 多 い が ､ 軽 い 読 み物が多 い ｡ 大学生 には 気 の 毒｡

重ねて ､ 注文 しても手に入るまで に時間が か か るということにも

読書離れになっ て い るの で は ｡ 教 師の 方から積極的に良書の 推

薦をお願 い したい ｡ (教育学部60 代以上)

1 2 / 2 2 読売新聞､ 青少年ア ン ケ ー トで ､ 日本は努力すればだれ

でも成功できる社会だと思うかとい うア ン ケ
ー トに 対し､ 大 学､

短大生の79 . 4 % が そう思わな いと答えて い ることにショックを受

けました ｡ 彼らは努力をしたの だろうか ｡ 自らを高め る努力をし

た の だろうかと問 い か けた い ｡ 大学 は自ら学ぶ所｡ 意欲 の ない

人には 何も与えてくれない 所と､ 入 学した て に叔父 に言われた

当時も, 今もそう思 っ て い ます｡ (人文学部60 代以上)

■読書はその 時々の 感心と興味によりやるもの だと思い ます｡ 必要

にせ まられ て (仕事上) の こともあります｡ 大学 の 授業で やるこ

とだとは思わない ｡ 教養教育と読書は関わりがな いと思う｡ ただ

授業で興味をも っ て 自分で あさっ て読むことは あるが ｡ (教育学

部30 代)

■昨今 の 学生は精神的時間的余裕が あっ た場合､ 考 え方や行動

がどうなるの か は判らない が , 私 の 場合は 抑圧された受験勉強

から解放されたら好きな本が読 める楽しみが あっ た し､ 友人から

の 啓発も受けて い た｡ 読書の 習慣は 子供 の 噴から培わなければ

ならないと思 い ますが｡ 今 の 子供は 忙し過ぎる感 が します｡ 大

学生になっ てから読書 はやや無理なように思えます｡ (人文学部

60 代)

t 読書による日本語能力の 向上ということでしたら､ 大学よりも小 ･

中で や ることと思 い ます｡ 研究する際の 書物 の 読解力､ 論文を

書く際の 文章力ということで したら､ 前者は 熱心さ (わからなけ

れば辞書をひくなり) , 後者は教授 の 添
1

b
'

FJ する能力や､ それ にか

けられる時間が影響す るの で は な い で しょうか｡ い ずれ にしろ､

｢もっ と本 を読みなさい+ とい うの は､ 本来大学生に言うような事

で はない と思 い ます｡ 大学生にとっ て は､ 読書とは , 研究もしく

は知蔑を得るため の 手段 であり､ (ない しは 単に娯楽) ､ それ以

上 の (例えば本 から感動を得 るとか い う) もの は ､ 個 人の 趣 味

による範囲で しょう｡ ( 工学部20 代)

■ 敦養科目として､ い ろん なジャ ン ル の 科目が あっ たらよい ｡ 専

門科目に直接関係 の な い ｡ 例 えば音楽とか｡ (人文学部60 代以

上)

▲ 文章で 正 確に自己表現をし､ 或 い は 的確に物事を相手 に伝える

表現力を身 に つ ける為に は､ 基礎的な部分 で読書 は重要な役

割を持っ て い ると考えます｡ 想像 力の 形成に つ い ても重要な関
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係があるの で はな い かと推定します｡ ( 工 学部60 代以上)

■ 日本語 (国語) の 読み書き､ 理解力 の 強化が必要｡ 読書は そ

の ため に大変良い ｡ 但し ､ 時間が か か るの で 小学校からの 読書

の 習慣が必要であり､ 大学で は い ろい ろな角度の 本を読ませ る

の が必要｡ 絶対は ない の で ､ い ろい ろな意見､ 思想､ ジャ ン ル

を知ることが大切｡ (人文学部50 代)

t 現 在の 人々 は読書を忘れ､ 文学も時代の 精神 のリー ダ ー たる力

(内容) を失っ て 衰亡 して い ます｡ しか し人は 価値ある書を読

む事によっ て こそ心を育て ､ 人として成長します｡ どうぞ自信を

もっ て 書を愛する教育を､ 本を読むことで (喜 びをもっ て) 請

義 (授業) に つ い て こられる教育を進め て 下さ い ｡ (人文 学部

60 代以上)

■全員を対象に した
"

教養教育
' '

と､ 個人の 精神的遍歴として の

``

読書
' '

とは ､ 動機､ 背景､ レ ベ ル 等に 違 い が あり, 両者 の 間

に
``

か か わり
' '

を求めることには 無理がある｡ 例えば, 小 生の

場合､ S 3 3 年入学直前に大病を患 い ､ 健康､ 将来に大きな不安

を抱え, 哲学書を読め て おり､ ｢ 西洋哲学+ の 授業に 多 い に期

待 して い た｡ しか し現実は多くの ボン クラ学生 (に 合わ せ て教

授が レ ベ ル を下をヂた) 七 無気力な先生による授業からは期待

するもの は 得られなか っ た｡ ( 工 学部60 代以上)

■私 の 母親 (84歳 で 没) は 子供 の 頃, 家業の 製本業の 手伝 い を

しながら､ あらゆるジャン ル の 本を読ん で い たようである｡ 学歴

は ない が 読書を通 してたくさん の ことを学んだと聞かされた｡ 読

書 のもつ 意味は 重 い し､ 単 なる教養だけで はく､ 人間の 生き方

の 参考になる｡ 又 ､ 参 考に しなければならな い ｡ (農学部60 代

以上)

■読 みと書きが基本で は な い か ｡ 読まないとまず書けな い ｡ 又 ､

書けると読みたくなる｡ 小学校から家庭でも習慣化させ る必要が

あると思う｡ 極論 をすれば､
.
勇気を持 っ て

``

マ ン ガは ダメ
''

と｡

( こんなことをい うと袋だたきになる世の 中に してしまっ た｡) (工

学部60 代以上)

■在学時に受けた教養教育 は今振り返 っ て みると, 幅広 い
"

知
”

を獲得す る意味で有益だっ たと思う｡ も っ と深く広く学ん で おけ

ばと今頃にな っ て思う次第｡ 少なくとも当時の 教養教育が良くな

か っ たとは 思わない ｡ 現在､ 大学教育 の あり方が問題とな っ て

いるが ､ 幅広 い 知識を身に付けさせ , 自分 の興味が 読書ひ い て

は 知の 獲得に結びつくように導 い て やるような教育をする べ きだ

と思う｡ ( 工 学部40 代)

■若 いうちに読書経験 (習慣) を積ん で おくことが 大切｡ (教育学

部60 代以上)

■大学時代の 講義は刺激がなく面白くなか っ た ｡ た だ 湯浅先生 の

熱が入 っ て い て良か っ た印象がある. 教 師も学生も常に刺激し

あう環境が大事と思う｡ また, 小遣 い が 少なく, 図書館も貧弱で

思うように読書が できなか っ た｡ (人文学部50 代)

■自分の 反省から現代の 学生には大 い に読書に親 しむよう教養教

育の 中で重視されるよう希望します｡ (教育学部60 代以上)

■ 国語 ( 日本語) 外 国語カを つ けることが こ れからの 議書や生き

方に連なっ て いくと思 い ます｡ (人文学部60 代以上)

■大学で の 読書ぐせ が社会 - 出ても続きました｡ 何か にぶ つ か る

と何冊か本を読みました｡ 教えられるより自分で学ぶ方法を学ぶ

ところです｡ (人文学部60歳以上)

■最近､ 若 い 人 の 日本語文章力が落ちたと実感 して おります｡ 文

章力は 若 い 頃の 読書 による訓練が大きな力になると思 い ます｡

最近 日本語を見直す動きが盛り上 が っ てきて い るようで ､ 大変良

い 事だと思 っ て おります｡ (人文学部60 代以上)

t 映像と読書による情報収集は頭脳を鍛える方法として は 異質で

あると思う･ 文字離れは思考方法におい て 軽薄な方向に進まない

だろうか ｡ 少子化で 意欲の 軽薄な学生も増加すると思うが ｡ 読書

(研究､ 学習) は 強制によっ て培われ て いくもの だと思うo (教育

学部60 代以上)

■読書が 少なか っ た事をつくづぐ悔い て おります｡ (教育学部60 代

以上)

I (彰現在 の 世界情勢､ 日本 の 動 向等に つ い て 週刊誌, 月刊誌を

読ん でください ｡ 雑学を身に つ けることが 重要o (診歴史小説を

読んでください ｡ 歴 史から人生や社会経済 の 今後の 動きを知る｡

(人文学部60代以上)

■中学入学くらい まで は ､ 両親がよく本を購入して い ましたが､ 自

分 の 志 向が は っ きりしてきてからは , 読書量は減少したように思

い ます｡ 小さい ころの 環境 づくりが ,- 習慣 に つ なが り, 大きく

なっ て からの 読書習慣に生きるように思 い ます｡ 私たちは､ 知識

蓄積型 の教育を受けて育ちましたの で , 必要 の ない 知識の 本は

読まない - 切り捨て てきたように思い ます｡ 教養教育と読書 の 関

わりには ､ その 時代の 教育観が反映されるの で はな い で しょうか｡

(教育学部40 代)

■現場に 出ると (職に就くと) なか なか 自分 の 時間を持てず､ 自

分 の 本は 読めなくなるが､ 子どもが で きたりすると別 の 意味で育

児書や子 ども向けの 絵本を 目にすることが 多くな っ た ｡ (教育学

部30 代)

■学生時代の 友達と就職して から話 し合 っ たときに､ 新 聞のどこを

見るか で意見が違 い ました ｡ 社説､ コ ラム , 人の 特集欄 ･ -

そ

の 中で本 の広告という人間が い ました｡ 今で は なる程と思 い ます.

い い 本に 出会うことはすばらし い ことです｡ 誰彼となく､ ｢ 最近感

動した本+ を聞くことが多くなりました｡ (教育学部40 代)

■自分の 専門をより高めて いくた めには , 専門領域 の読書はもちろ

ん で毎号が､ より裾野 の 広い 感性が必要であり, 高校
- 大学の

間に できるだけ良質の 感性を育め る書物に出会 っ ておくことが 必

要と思う｡ 個人の 意思 の 向かうところに良書との 出会 い ありと思う

が ､ 昨今の 状況から大学でそうしたおぜ ん だて が 必要なの かと

思うといささか情けな い か んじが しな い でもありませ ん｡ (医学部

50 代)

■読書をするだけで教養 は身に つ くとは思えませ ん｡ しか し読むこ

とは必要と思 い ます｡ 学生時代にゆ っ たりと本に囲まれ た時代を

な つ かしく思 い 出しました｡ (教育学部40 代)

■教養授業 の 中で人生にお い て何が 大切なの か ､ とか社会 の 仕組

み がどうなっ て い るか など､ 知識､ 教養 を得ることの 出来る書籍

を多く紹介して い ただけるとよい ｡ (人文学部60 代以上)

■就職して 以来, 本屋に行く機会も減り､ 自由な時間も減りなかな

か読書もできませ ん｡ 学生 の 噴は ､ 皆で よか っ た本 をまわし読

みして い たの がな つか し い で す｡ (農学部30 代)

t 最近は教養ということばに違和感を覚える｡ 時間的にも経済的に

も余裕があることが 即ち教養ということか? 直近 の 用に関わらない

テ
ー

マ の 読書を楽しむに は い ま少々年を重ねなければならない
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ようです｡ ( 工学部50 代)

I 温故知新, C o m p u t e r 関係 の本と歴史物, 科学と古典と言うような

バラン ス 感覚が 大事と思 い ます｡ 短期 的に見て合理 , 不合理 的

なもの ､ 長期的にみ て 合理 ､ 不合理 的なもの の 区別が つ けられ

るような読書の 習慣 の 形成が望まし いと思 い ます｡ (教 育学部

50 代)

■小学校 に勤務 して い たため､ 図書館管理 の 仕事をす る必要に迫

られた暗から､ 児童文学を中心に読書をするように なっ た ｡ 大学

時代も読書 は大好きだっ た の で ､ ジャ ン ル は 変わ っ ても, 読書

をすることに抵抗 はなく, 今で は趣味になっ てきて い る｡ レ ポ ー

トの ため の 読書で あ っ ても､ そういう機会が増えれば本を手にす

るチャ ン ス も増え､ もしか すると､ 読書部底の 人にとっ て は, 読

書を始めるきっ か けになるかもしれない ｡ (教育学部40 代)

PI 私が新潟大学に在学して い た 当時､ 大学 の 図書館はとても利用

しにくい もの で した｡ 本は 主に友人から借りたり, 貸本屋､ バ イ

ト先の 家庭 から借りたりして い ました (自分で は 自由に買える程

お金はなか っ たの で) ｡ 私 の 場合, 大学に 行っ たか ら読書をし

たというの で は なく､ 小学校 の 噴から本好きだ っ たからず っと読

み続け, 定年退職した今は長野 の 市立図書館 の 常連として 借り

て読ん で い ます. 読書の おかをヂで 知識はふえ､ 色々 なことに好

奇心 が わき､ 比較 的楽 しい 人生 を過ご して い るとい えるの で は

なか ろうかと思い ます｡ (人文学部60 代以上)

■ 小生の 在学時代と比 べ て 現在 の 五 十嵐キャ ン パ ス の 図書館充実

は素晴らしくて, 恵まれて い ると思 い ます｡ 在学中に読書は でき

る限り努力す べ きだと思 い ､ それが その 後の 自分 に役立 つと思

い ます｡ /ト生は そうでなか っ た けれど. (あまり読書 しなか っ た

が ニ ス ボ ー

ッに熱 中して い たの で) (人文学部60 代以上)

■最近の 子ども達の 読書量 はほとんど0 に近い ように感じます｡ この

世代が 大学生になっ た時､ さまざまな論文や専門書を読まなけ

ればならない 講義 に い か に対応し て ゆくの か 心配で す｡ 読書を

楽しめ るよう､ 又 ､ 興味を持てるような工夫を願 い ます｡ (教育

学部20 代)

■大学4 年間で は専門分野の 入り口しか 習得できませ ん｡ 社会人と

なるため の 一 般教養､ 一 般常識を身に付けさせ て欲 しい と思 い

ます｡ 数年前､ 職 場で 採用を担当し, 多くの 学生と接 し実感 し

ました ｡ 団塊の 世代とい われる私 は厳し い 受験戦争 の ため 高校

まで は あまり読書が で きなか っ たため ､ 大学入学後娃とに かく国

内外の 名作を読みました｡ (農学部50 代)

■学生運動のさなか､ 西大畑の プレ ハ ブ校舎で教養科目の 授業を

うけた｡ 社会学で大塚久雄 ｢プロ テ スタン テ ィズ ムと資本主義の

精神+ の 購読をした ｡ 非常 に新鮮な内容で､ 今でも思 い 出す｡

今の 学生は､ 環境も時代も全く異なるが ､ 幅広 い 教養を身に付

けてほ し いと思う｡ (農学部50 代)

■大 学の 教養教育は広く浅 い 知識を得れば良 い ｡ 大学生括 は数

年であり専門的な深い 教養は卒業後､ 毎 日数十分 でも継続して

読書して行くことに よっ て得られるo (経済学部60 代以上)

⊥ い まになると､ 学生の 頃, もっ ともっと広く多くの 量の 教育書を読

ん で おくべ きだ っ た､ そうで なか っ た自分が悔やまれる｡ 限られ

た時間･ 人生なん だから, 努力しても限られたもの しか読め ない o

文学､ 自然 科学､ 哲学､ 歴史書など広 い 教養 が必要と思うが ､

- 限られ た 時間 - その 中で ｢良書+ というの は ､ や はりそ の 読

書に感動を与えるもの が ｢良書+ だと思う｡ 広 い 分野 の ｢良書+

をもっ と読ん で おきた か っ た ｡ (教育学部60 代以上)

■小生は , あまり熱心 に勉強, 読書 をして い なか っ たた め ､ お答

えする資格 は無 い ように思 い ます. もう 一 度学生 時代に戻れたら

｢昔の ように時間的にゆとりの ある学生生活を楽しん でみ た い と思

い ます｡ + 大学とは 一 生涯 の 友人をたくさん作る場所 だと思 っ て

い ます｡ 勉強は ほどほどで あっ ても友人を大切にと考えて い ま

す｡ (医学部50 代)

■会社に勤 めて から5 年が 経ちますが ､ 改 めて ､ 大学というもの が

(私 の い た学科が 特に) 社会からちょっ とか け離れて い たなあと

思 い ます｡ 在学中に就職 に つ い て の 情報がも っ と欲しか っ た で

す｡ 単なる ｢読書+ で なく社会全体を見渡せ る知識､ 考え方が

必要だと思 い ます｡ ｢新大生 (大学生 一 般で すが) は 頭で っ か

ちで融通が効かない+ と言わせが ちですの で!!(教育学書陀0 代)

■教養教育は間接的にプ ラス にな っ たと思う. もの の 考え方, 調べ

方 ､ 研究の 進 め方などを大学で学んだと思う｡ 就職して からは

自分 で覚えるしか なか っ た ｡ その 際 の 手が かりは 読書からが最

も多く得られたと思う. もっ と語学 (会話を含む) に力を入れ て

おくべ きだ っ たと悔やん で い る｡ (人文学部60 代以上)

■ 自分 から目的意識を持 っ て読 む の が
一

番大切 だと思 い ます｡

(医学部30 代)

■教 養の 育成 は学生個人の 意識 の 問題で ある｡ 学生自身が自己

にテ
ー

マ を課し, 落ち着 い た 時間をそ の テ ー

マ 部分の 読書との

関わりを持 つ ことにより, 自己を見 つ めることが 大事と思う｡ われ

われ の 時代 は取得単位数より､ 科 目数が 多か っ たと思う｡ その

分､ 集 中して 特定 の 科目に絞り込む ことが で きなか っ たと思う｡

◎受講科目数を減らすべ し!◎ゼミ形式の 形態にす べ し! ( レポ ー

ト提 出) (工 学部50 代)

■ 私の 大学生時代は ､ 日本は まだ貧乏 で､ 医学 の 専門書ですら

なか なか手に 入りにくい 時代 で ､ 父 の 音便 っ た 医学書を参考に

した時代で した｡ 従 っ て 昔からあ っ た 日本文学全集や外国の 文

学全集などジ ャ ン ル など気にせ ず読 んだことが あります｡ 教養の

教 育に は､ 読書は 大変重要と考えております｡ (医学部60 代以

上)

■もっと読まなければ､ 読みた い ､ と思う気持ちはあ っ ても, なか

なか 時間が取れない ｡ 私だ けで なく, 多くの 人がそう感じて い る

ように思い ます｡ メディア が多様化して い るなか ､ 読書も教養を

深める
一

つ の 手段､ 原点で あることを今の 大学生 に感じ取 っ て

欲 しいと思 い ます｡ (教育学部30 代)

■ 日本人の ア イデン テ テ ィを形成する 日本文化､ 公民として の 教

養が 優先され､ しか る後に文明の 衝突等の 世界史､ 世界の 力学

並びに語学を含め た 国際人として生きて来た先輩の 話 (例えば

日経新開私 の 履歴書et c) を学ぶ､ 生きた教養をもっ と厳 しく指

導する新潟大学生の 育成 であっ てもらい た い . (工 学部40 代)

■
一

般敦養書を読むことも大切と思うが ､ 大学を出る以上, 専門書

の 議書もさらに必要と思う｡ (教育学部60 代以上)

■文書作成能力を向上させ る上 でも読書量 は豊富であ っ たほうが

よい と思う｡ (農学部40 代)

■議 書は教養という点だけでなく､ 集 中力､ 理解 力などや思 い や

る心 などに欠か せ ない もの です｡ 現在､ ロ ー

マ 人 の 物語を読 ん

で ロ ー

マ の 長 い 歴史に 思い をは せ て い ます｡ 近 い うちに 訪問を
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と思 っ て い ます｡ (工 学部60 代以上)

■今後は コ ン ピ ュ ー タ等 を用 い たメディア の ライブラリ
ー を学校 で

充実され ることを希望する｡ (工 学部50 代)

■40 年近い 昔に なるが, 当時は経済的に育しい 中で , 目的意識を

もっ て 読書す る人が多か っ た｡ 経済大国になり豊かな経済と有り

余る情報 の 中で活字離れが進ん でおり何とも皮肉な現象である｡

読書は教育の 基本であり､ 義務教育 の 時から力を入れるべ きで

根本的な見直しが 必要と考える｡ (農学部60 代以上)

■
一

般教養 の 必要性は否定しない が , 半年 - 1 年くらい でよい の で

は な い か｡ 読書 の 必要性は当時も現在も感じて いる｡ 若さで し

か できない 読書 ( 日本 ･ 世界文学全集etc) が あるの で ､ 子ども

に は それを義務として課 して い る (大 学進学 の) 一 般教 養も､

読書を励行し, リポ ー ト添削の みとすればよいと思う｡ (人文学部

50 代)

■講義で , 手取り足取り ｢教養とは
-

+ と教わるの で は なく, 学生

を刺激す ることが 重要だと思 い ますc 興 味を持 っ たことにはどん

どん取り組 んだような覚えがあります｡ 小説 を読 む ことは 少な

か っ たけれど､ 科学 を学ぶことは､ 物語よりもドキドキしました｡

とりとめ ない 内容で､ すみません ｡ (教育学部20 代)

■ 大学時代 の 読書は他の 年代の そ れと違 っ てより思索を喚起す る

もの だっ たと思う｡ 比較的時間に恵まれ､ 若い 感性で 物事に つ

い て じ っ くり考えることができる｡ 故 に大学の 教養教育､ 特に読

書 - の い ざな い は大事だと思う (教育学部50 代)

■ 小学4 - 5 年 の 噴､ 藤村 の ｢破 戒+ に感銘し, 以来文学を読み

あさっ た｡ 高3 になり受験の ために読書を休み､ 英 ･ 数の 勉学に

専念した｡ 大学時代は仲間と思想 ･ 哲学 ･ 宗教などにつ い て よく

論じた｡ 人生 などよく分か っ て い なか っ たが ､ 生意気にも熱く語

り合っ た｡ 医者に なり､ 日々 の 仕事を通 し思うことは数学の 知識

を増やすことよりもっと書を読み, 歴 史を学んで おくべきだっ たと

いうことです｡ それらが人の 心を豊 か にすると知 っ たからで す｡

大学 時代, 教養部 の 存在に疑問を感じて い た 一 人だが ､ 専 門

外 のさまざまな知識 に触れ, 友と語り合えたその2 年間には大 い

なる意義があ っ たことを後年になっ で 悟っ た｡ (医学部50 代)

■ (要求とズ レ て い る意見かと思うが) 大学時代 の 授業で教官に

面白い の で読 ん で みるようにと言われた本 はJ亡､ にとめ ､ 読 む動

機付けになると思う｡ テ ストがらみだ っ たりすると､ 反っ て白ける

もとになる｡ (人文学部50代)

■教養教育は非常に重要であると考える｡ 読書は 最も重要である｡

最近 の経済事情から, 学生は 気楽 に本を購入で きることも多い と

思う｡ (農学部50 代)

■学生時代は､ 目的､ 標 的が あまりは っ きりしな い まま, 就職して

しまっ たというの が実感です｡ 大学生括を有意義なもの とするた

めに ､ 高校まで に､ 親戚､ 両親などと将来の 自分 の 生活に つ い

て話 したり考えたりするプロ セ ス が あれば, よい で すね｡ 遅くと

も､ 最終学歴時に は､ それを具体的にイメ ー ジで きる様に した

いもの で す｡ その ため に 駄 目的意識を持 っ た 読書も必要で

しょう｡ ( 工 学部30 代)

■大学で の 教養科目は, ｢ 単位取得の ために仕方なく講義を受け

た+ というもの が 多か っ た｡ その た め知識が浅か っ たり､ ｢ 知 っ

たか ぶり+ に な っ て い る学生が 多 い 気が する ｢知識+ として の

教育では なく ｢ 生活+ する上 で必要な教養が身に つくカリキ ュ ラ

ム が できればと思う｡ (農学部20 代)

■数多くの 大学が各地に存在して い る今 日で すが ､ 新潟大学はそ

の 中で, 今後も地域の 最高レ ベ ル の 高等または専門教育機関で

あり続けると考えます｡ そ の 中で , そ こに 学ぶ学生たちは大学

で学ぶ専門知識と共に ､ 教養人として 豊か な教養, 知識､ 識 見,

円満な人格を見えるため に､ 幅広 い 読書は 必要であり､ 欠か せ

ないものと考えます｡ (人文学部60 代以上)

■ 読書は学校 で の 教育に は あまり関係なく意欲 の ままに読みふ

け っ たと思い ます｡ ただ､ 人格形成に は非常に影響を及ぼした

と思 い ます｡ (医学部60 代以上)

■卒後30 年の 現時点で考えると､ 英語を中心とする語学はもっと充

実 して い た ほうがよか っ たと思う｡ 経済学､ 法学, 数学等は ほと

んど記憶に無く､ 役立っ て い ない ｡ 美術､ 音楽等の 鑑賞､ 理解

に関す る講座 があればよか っ たと思う｡ (医学部50 代)

■在 学中の 読書量が少なか っ たことを反省し､ 悔 い て い ます｡ そ

して
, それが 逆に社会人になっ て からの 読書の 動機付桝 こな っ

て い ます｡ 学生の 皆さん に は､ 是非､ 在学中に読書量が増える

ようなきっ か けを与えて欲 しいと思 い ます｡ ( 工学部40 代)

■私 の 経験 で は大学生時代は ､ できるだけ難し い 本をたくさん読

んで お い たほうが 将来の ために なると思い ます｡ (農学部60 代以

上)

暮統計学の 知識が文系理系とも社会に出てから, 必要に なる場合

が多い と思 い ますの で, 教養教育の 中に入 れて おくと良 い の で

は ない で しょうか ｡ (農学部60 代以上)

■ 寮に4 年間住んで い ましたの で読書に適した環境ではありません

で した ｡ 楽しい 寮 (学生) 生 活で した が教養が身に つ い た認識

は ありませ ん｡ 読書は 社会人 になっ て から増えましたが学生時

代 にもっ と読書をし､ 深く考える時間を持 つ べきで この 点は 後悔

して い ます｡ (人文学部50 代)

■ 魅力ある授業を通して の 読書との 関わりを持たせ て いくの がよい

と思う｡ ( 工 学部30 代)

■月給を貰えるように なっ て好きなだけ本が買えるようにな っ たこと

が
一

番嬉しか っ た｡ 大学に入 っ てから本を読め ､ というの は過す

ぎる｡ 教授達が専門書以外の 本を読ん で い な い の は驚くほどだ｡

私 の 信条､ だの 随筆だの よく書 い て い るが お粗末この 上 な い ｡

結局好奇 心や疑問を活字で満足させ るくせ は 子供 の 頃に つ ける

べきだ｡ (医学部60 代以上)

■教養教育とは人格形成や国際性又 は学問分野の 成り立ち等､ 明

確 な目的に向か っ て為される べきでは ない か?I n te r n et の 時代に

単に読書だけが情報元でなかろうとも思う｡ 自ら考えて自分 の 人

生を切り拓ける人を生みだす大学であ っ て欲 しい ｡ なお､ 小生

が2年前 に体験した 米国の 大学図書館は24h r - o p e n で あり,
一 般

市民も利用可寵で した｡ (農学部60 代以上)

t 自己 の 問題意識 (人 生, 世 界, 自 然, 労 働 - ･ 等 の) 向上と､

か み合う教育の 充実さに期待 した い ｡ 一 方 ､ 読書 力は､ 幼年,

少年期の 中で良書との 出会い の 中で習慣化されるものと思うの で ､

その 習慣 の 無 い 学生にどう対応した教養教育をす べ きか ､ 探求

して い ただきたい ｡ (人文学部50 代)

■ 昭和33 年 - 3 7 年当時 の 学生に は 本の 入手が困難で あっ た｡ 現

在の ように店頭に多くの 本は なか っ たし､ ア ル バ イトも限度があり､

図書館を利用したり教官から借用したりということが 多く､ ほんの
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種数も限定されて い たと思う｡ アン ケ
ー トに 答えながら, 時代と

環境 の 変化を感じた｡ (教育学部60代以上)

■どこの 大学でも指定図書制度が低調 のようです｡ 図書館と連帯し

て､ も っ と有 効に 活用す べ きだと思 い ます が｡ (法学部60 代以

上)

■大学で は 学ぶところで学校が教えるところで は ない ときい たこと

が あ っ たが､ 学校側が もっと積極的 に教える方針を出しても良

い の で は ない かと思う｡ (農学# 50 代)

■読書は 人を つくる｡ い ろん な人の 話をよく聞くが､ 政 ､ 官 , 財 ,

外国 の 人たち､ い ずれも ｢ これは+ と思う人は若き日 の 読書量

- 基礎教養が, どこか で の ぞく. N I E で は ない が ､ 大学でもっ と

新聞を利用 して はどうか ｡ 講義の 魅 力はトピックをい か に盛り込

むか にあるo 卒後50 年 ｡ 論壇トッ プが ｢世界+ は? (法学部60 代

以上)

I 子供の 噴からい わゆる本の 虫で あり春 ･ 夏 ･ 冬休みに は100 冊近

い 単位の 本を読ん で い た｡ これは現在大変役に立 っ て い る｡ 時

に外人や自分と異なる分野 の 人と仕事をする時や話をす る時に

は っ きり感ずる｡ (医学部60 代以上)

■s 4 4 - S 50 の6 年間新大 に在籍して い た｡ 当時 の 教養教育は現在

の 自分に はま っ たく意味を持たない ｡ 最近の 教養教育に つ い て

は直接分からない が ､ 自分 の 子供達 の カリキ ュ ラム ､ 話を聞く限

りにおい て は 昔とあまり変わ っ て い ない ようだ｡ 実社会に 出て役

に立 つ 学問の みが い い とは言わな い が ､ 終生に わた っ て どこか

心の 片隅に でも残 っ て い るような､ 教育 内容であっ て 欲しい と思

う｡ (医学部50 代)

■旧制高等学校にあこが れて の 二 年の 六華寮生活と, 二 年の 下宿

生 括は 味わ い の ある学生生活とな っ た ｡ 人との 交際は ､ 話題を

引出し､ 読 書欲を生む｡ 活字に接して い ることは教養や知識に

一 番近 い処 に い るの だからそんな環境維持を自分自身が最も,山

掛けるべ きだと思 い ます｡ (人文学部60 代以上)

■広く 一 般教養を教育すること (或い は 受けること) は , 何か の お

りに そ の 重要性を認識することが多 い ｡ 重要性を学生に教えて

欲し い ｡ (人文学部50 代)

■
一 般教 養を教えて い る教授は知識不足であ っ た (当時) ､

一

方

的な板書でチャ イム を待 っ て い るようであっ た｡ (農学部60 代以

上)

■終戦後すぐ入学した の で 本も食 べ物もなか っ た｡ マ ン ガe t c活字

は非常に少なか っ た ｡ (医学部60 代以上)

■ バ ラン ス のとれた幅広 い 知識と教養こ そが､ 豊か な人間性を培

う基本であると思 い ます｡ 教養の 授 業は専門以外 の 分野に興味

を向ける契機になるという点で､ 読書 - 向か せ る役割を持 っ て

い ると思 い ます｡ (人文学部60 代以上)

■教養科目の 各授業が ､ 学問のどこに 位置付けられて い るか , 各

科目の 位置付けが分からない まま, ただ単位を取るために 受け

て い た｡ 必要性は社会 に出た時感 じるが , 上記 を明確にするこ

とが重要｡ (農学部50 代)

■読書 は高校教育 の 範囲外 の 知識や教養を身に付ける有効な手

段であり, でき得る限り時間を割くべ きだと思 い ます｡ 私は 工 学

部卒ですが専門以外の 知識を身に付ける手段は読書以外にあり

ませ ん ｡ 特 に歴史書は現代に繋が る人間の 営みや出来事が詳し

く書かれて い るもの が 多 い の で
一 つ でも多くの 歴史書を読むこと

を奨めます｡ ( 工 学部50 代)

■自分の 本など買うお金 の ない 時代でした｡ (医学部20 代)

■どの 学部にお い ても, 教養2 年専門4 年の6 年生が 望ましい と思 い

ます｡ 今 ､ 親となっ て考えると経済的負担は辛 いもの があります

が , 理想として は6 年間です. ( 工 学部40 代)

■私 が 通学したの は昭和30 年代前半です｡ その 頃の 講義内容は

職場 の 科学技術 の レ ベ ルとは 大きな差があり､ 新潟大で 学ん だ

ことで 役に立 っ た こととい えば専門科目よりも数学, 物理､ 化学

など基礎科目であっ たように思 い ます｡ 特 に私の 場合は大学で

精密工学､ 修士 課程および職場として コ ン ピ ュ ー タ関係を選ん

だ特殊性もありますが ､ 基礎科目を重視 した大学 に学んだこと

をハ ッ ピ ー で あっ たと思 っ て い ます｡ ( 工 学部60 代以上)

■
一

般教養 の 単位数は減らした方が い い ｡ 専門分野の 十行が多

い 方が い い ｡ 4 年生に な っ て も
-

般教科が 残っ て い た｡ 第二 外

国語 (ドイツ語) に使うエ ネル ギ ー を専門に向けたをまうが い い ｡

日本国憲法など必修にする必要 はない ｡ 講義が 下手だ っ たせ い

もある｡ ノ ー トを執らせ るの が 主流の 教養は つ まらない ｡ プリント

に して 配ればい い ｡ 聞 い て い て為に なる､ 楽し い (専門的に)

話をするよう教授はもっ と工夫す べ きだ｡ 教養として ､ 文庫本で

なく哲学書は他社 のもの を読んだ｡ (教育学部60 年代以上)

■大学生の 頃は､ 自分の 専門に関わる本以外は読んだ覚えはない

で すが ､ 現職 に つ い て 本を読む楽しみを身に つ けたように思 い

ます｡ 大学で の 教育とは全く関係な いと考えます｡ (教育学部30

代)

■若 いときに名著を読ん で おくことは､ その 後 の 人格形成に資する

と思われる｡ 最低､ 活字に親しむ習慣を身に つ けることは必要｡

(人文学部60 代以上)

■卒業後も学科に行くし､ 新潟勤務のときは休 日に 図書館を利用さ

せ てもらっ た｡ 今 でも教養の 個性的な授業の 先生の 記憶が残 っ

て おり､ 教養として 知識 になっ たと感じる｡ 読書量と筆力は比例

すると考える｡ 教養課程の 充実を望ん で い る｡ (農学部50 代)

t 今 日 の 青少年の 読書とは マ ン ガを読むことです の で ､ 通り
一

片

の 読書の 奨めで は 教養教育に結び つ か ない はず｡ 在学 中長期

休暇の レポ ー トに読書を加えて強制から習慣化を導くの も
ー

方法

か ｡ (人文学部60 代以上)

●教養は ､ 人類 の 文化的な遺産で あり, 現在の ようなO A 化され つ

つ ある社会にお い て こそ､ 人類の 文化遺産の 基本的な内容を東

学人 ･ 学生が 討論して ､ つくっ て 托 しい ｡ とくに ､ グロ ー バ ルイヒ

された中で , 哲学, 文学､ 歴史､ 科学 の 基礎的事項 に つ い て｡

大学 で の 教養は , もっ と重視 して ､ 青 年にゆ っ くりと考えさせ て

ほし い
｡ (教育学部50 代)

■私 は短か っ たけど大学で の 教養課程や語学教育はず っ と生きて

い ます｡ 40 年前 の授業を今でも思い 出します｡ 工 学部出身です

が 専門よりその 方が 社会に出て役立 っ て い るように 思 い ます｡

(工 学部60 代以上)

■専 門書は読むの が 当然で これは読書には入りませ ん｡ 医学部卒

業 ですが学生時代, 読みあさっ たの は様々な哲学書で した｡ 但

し自己 涜 の 理 解 の 仕方 で した｡ 読書会 は 当時 (30 年代) は な

か っ たと思い ますが ､ 一 般教養 の 先生方で､ 自分の 読ん で い る

本 の 疑問や理解できない 点を質問できる方が欲しか っ た思い が

あります｡ 現在は 仏教を含め広 い 範囲の 宗教書 がおおくなっ て
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い ます｡ 若 い 噴に接する機会がなか っ たの が 非常に残念です｡

世界観や､ 日本 - 世界史の 考え方が全く違 っ て い た 様に思えま

す｡ (医学部60 年代以上)

■ ｢広く浅く+ を軸に おい た読書 の 効用 は効果的なもの で ある｡

(人文学部50 代)

■ 旧制高小卒後､ 農業従事し､ その 後大学に入 っ たとき､ 一 般教

養科目は ､ す べ て 新鮮だ っ た｡ 数学 は難解 でとらなか っ たが ､

あとは 時間表で許 せ る限り受講 した｡ とくに語学は中学生程度

だ っ たか ら図書館で必死 に勉強し､ 苦 い ながら楽 しか っ た思 い

出が ある｡ 家 - 帰れば農業をや っ て い たから､ ア ル バイトは全く

なか っ た｡ 電車時間にむさぼるように本を読んで い た｡ 文系でも

あるの で, すごく役立 っ たと感謝は して い る｡ 仲間のうち, 正 規

に高卒 できた人をま当時から 一 般教養をサボリが ちであ っ たが ､

私 には そん な暇もバ イトの 暇もなか っ た｡ 子供2 人 を大学卒業さ

せたが , 彼らは 二 人ともス ポ ー ツ に熱心 だ っ た ｡ や はり､ 力の あ

る人向けには ､ ス ポ ー

ツ なり､ 社会経験と併行した教養課程と

位置付けるべ きで あろう｡ たっ た
一

度 の 人生を､ 有意義に全うす

るた め の
, 大切な手代と思う｡ (農学部60 代以上)

t 昭和39 年に卒業して ､ 大きな会社に入 っ て ､ 全国の 大卒者と話

して､ 文学､ 音楽, 絵画等 に興味を持 っ て い ることに驚かされ

た｡ 苦学生で 金鉄的に余裕ない 学生生活 でした が ､ 金が なくて

も専門教科以外に賞味をい だ い て､ 取り組 んで い なか っ たこと

を会社に入 っ て から痛感 した｡ 技術系でもや はり教養課程 で自

分の かくれた才能を見 つ ける機会があ っ てもよいと61 才の 今提言

したい ｡ ( 工 学部60 代以上)

L 在学中とい えば,
3 0年も昔の ことで ､ 記憶は あまり鮮明で は あり

ませ ん ｡ ただ､ 大学で4 年 間を過ご したことは､ 読書幅を拡げ､

今でも本屋さん に入 ると､ ワクワクするような本好きにな っ た事と

無関係で は ない ように思 い ます｡ (人文学部50 代)

■そうは思 っ て い たが ､ 仕事に就くと自分 の 時間がなく読書は ぜ ん

ぜ んで きなくなっ た ｡ まして や結婚して 子供が で きると -

しか し,

今は単身赴任中なの で ほん の すこし時間が できたが ､ つ い つ い

イン タ ー ネッ ト -

｡ ( 工 学部30 代)

■学生時に読書力を極力 つ けさせ るることが 生涯を通じて 大きな

武器となる｡ ( 工 学部60 代以上)

■人生を通 じて 大学時代は 一

つ の 通過点に過ぎない と思う｡ 入 学

し卒業する過程で勉学に対するエ ネ ル ギ ー を費やして しまうタイ

プが多く見うけられる｡ 私 の 経験 で は､ 優秀な成績着である程

卒業後の 勉強が少ない 様に感ず る｡ 大学時代で エ ネル ギ ー を

費消す べ きで なく､ 一 生を通じ て配分す べ きだと思う｡ 卒業後

継続 して勉学に い そしむことが ベ ストで ある｡ 『優』 の 数など社

会 に出たら何 の 意味ももたな い ｡ 意 味が ある の は 卒業後もそ の

能力を発拝出来 る時に限られる｡ 大学生に 過度 の 勉学を強 い て

は い けない ｡ 平均 『良』 で良 い 位の 余裕が欲し い ｡ 本学の 学

生は入 学時点で十分優秀だと思う｡ (人文学部50 代)

■どんどん 勉強し､ 好きな事を多くや っ て おくこと｡ (農学部60 代

以上)

■ 学生時代より社会人になっ た時の 読書の 幅､ 量とも格優に増える

べ きものと考えます｡ 読書は 一 生 の 友で す｡ そ の きっ か けを与

えてくれ る, むし ろ体得する時期が大学生 の ときと考えます｡

(人文学部60 代以上)

■ 一 般教養の どの 教科が熱心だっ たの かという具体的なアン ケ ー ト

にして ほ しか っ た
｡ カリキ ュ ラム に反映させ るレ ベ ル の 質問とは

思えませ ん ｡ 読 書指導の あり方の ア ン ケ ー トに何故両親の 学歴

や職業が必要なの か説明が は しい ｡ デフ レ 経済の もとでも活躍

できる人材 の 育成を期待する｡ (農学部40 代)

■教養教育 は見方､ 考え方を広 め るとして 大切と思 い ます｡ 社 会

に出て､ 時間を経るに つ れて そう思 い ます｡ (教育学部50 代)

■読書は 実際に経験できない ことを学習できるとい う¢間接経験£で

あるというの が, 私の 持論です｡ (農学部60 代)

■リタイアして みて ､ もっと教養的な読書をしておくべ きだ っ たと思

い ます｡ T V は ネットの 普及で 益々､ 文字離れが進むの は残念

です｡ I T の 進歩 は両刃 の 剣です｡ (人文学部60 代)

■指 導教官からもう少 し書物の 紹介が ほ しか っ た ｡ (教育 学部60

代)

■教養部時代に選択 した文学 (確か 中国文学で した) や地理 学

などは, 卒業して しばらく経 っ て , 今 でも強く印象に残 っ て い ま

す｡ 習 っ てよか っ たと思っ て い ます｡ (医学部40 代)

■教養教育も含むす べ て の 教育は 進化する人間工学を含むグロ ー

バ ル なシス テム 工 学を系統化して , 実社会 に役立 つ よう理論化

して教育して いく必要があると考えます｡ ( 工 学部60 代)

■ 時間 の ある学生 のうちに色 々な分野の 本を読ん で お い たほうが

良 い｡ 自分も, も っと本を読めばよか っ たと後悔して い る｡ だか

ら今になっ て ､ なるべく多くの本を読ん で い る つ もり｡ (農学部40

代)

■ 学生時代に身に つ い た読書の 習慣は卒業後の 今でも続 い て い る｡

ア ン ケ ー トは 有意義 だ｡ 新し い 発展 に期待す る｡ (人文学部60

代)

■ 人間形成 にお い て , 文学的読書は必要と思 い ますが ､ 高校以

降､ 世界文学に目覚め ､ 人として自由に生 きることの 大切さ, 自

らの 心に忠実な生き方を学びました｡ (教育学部60代)

■英語を週10 コ マくらい ､ 会話をガン ガンや っ た ほうが 良 い ｡ つ ま

らない 教養科目は廃止せよ｡ 体育､' 美術など意味がない ｡ 第二

外国語も不要｡ 役立た ない ｡ 月7- 1 0冊 は本を読む べ きである｡

(医学部50 代)

■ 専門教育 の 中で 必要に迫られ て読ん だ 本よりも､ 一 般教育の 中

で 紹介され た本の 中に､ 視野拡大など, 誘発される本が多か っ

た ｡ また, 友人 間で話題 の 本も興味関心を刺激された ｡ (人文

学部50 代)

■活字が 好きで､ 乱読で すが毎 日､ 読書をして おります｡ 読書は

小さい 暗からの 習慣が大切なの で はな い で しょうか ｡ (教 育学部

60 代)

■教養部 の 授業で仕事に関係ないもの でも印象 の あるもの は ありま

す｡ 語学等は 卒業 しても必要なの で , 話せ る等, 実用的な部分

に重点を置 い ても良い の で は ない で しょうか｡ (農学部30 代)

t 大 学時代からも っ と身を入れて読書をす べ きだと思 い ました｡

(人文学部20 代)

■教養というもの が , い っ たい 何を指して い るの か , 一 般常識 の こ

となの か? 高校まで に学ぶようなことは , 社会 に出て ､ 生活 して

いくうえでも､ 就職して からも､ あまり役には た たな い責はミす る｡

大学が 独立行政法人にな っ たら国から離れて ､ 独自の¢教育£と

い うもの をしてもらえたらよ いと思う｡ 読書 はす ごく良 いもの だと

-
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思う｡ ( 工学部20 代)

■語学や政治
･

経済等生活に必要な科目はある程度は必 要だと思

うし､ 読書 は で きるだ け機会を設ける必要 があると思 い ます｡

( 工 学部30 代)

■大学
一

年生の 時､ 教養 の 授業は必要だ っ たの か疑問で す｡ 多く

の 人はそう思 っ て い ました し､ そ の た め に大学 - の 興味 のうすれ

て しまい ､ 遊びに走 っ たり､ 留年したりした の で はな い か と思 い

ます｡ 専門的な勉強をしに大学に入 学した の に､ 高校 の 延 長 の

ような授業が待 っ て い て､ が っ かりしました｡ (教育学部40 代)

■ 理 系だ っ たため か ､ 周 囲も含め て¢教養£は¢無駄なもの£という

考えが多か っ たが ､ 社会に出てみると¢知 っ て い るとちょっ と楽し

いもの£ということが わか っ た ｡ やはり教養は読書量に比例すると

思うが, 大学教育 に必要かと言われ ると少 し疑問. た だ ､ む だ

だ っ たとは 全く思 っ て い ない の で ､ 少しは あっ てもい い ｡ 読書は

か なりプライ ベ ー トなもの なの で, 家庭 の雰 囲気などが ､ 大きく

影響す ると思 い ます｡ そ れに､ 心 の 余裕 が ないとなかなか難し

いと思 い ました｡ (農学部4 0 代)

■ 大変難し い 内容 で した｡ 現在 一

人 の 子 持 ちで すが ､ 読書 の 大

切さは痛感 して い ます｡ 学生 の 読書離れ は､ 幼児の 噴からの 活

字 の 体験が少なか っ た の でをまない か と思 い , 娘には そうなっ て

もらい たくなか っ たの で 勢力しました｡ (教育学部30 代)

■ 読書は自分 の好きな時に, 好きな場所で読める｡ また活字離れ

を防ぎ､ 想像 力を豊か に することが で きる｡ 私は ､ 学 生時代､

ほとんど読書をしなか っ た が ､ 知識を得て ､ 想像力を豊か にす

るた め､ 多くの ジャ ン ル の 本を読 めばよか っ たと後悔 して い る｡

(農学部20 代)

■私は 学生として はまじめなほうで あ っ たと思い ますが , ほ ん は興

味が高まるか ､ 課 題の 解決 に必要であるかどちらか で ないと読

まな いと思い ます｡ 教養でも蘭 べ て 解く課題が出されると良 いと

思い ます｡ (教育学部30 代)

■読書は 面白さがわか っ たら､ 止められなくなる｡ どこに でも､ 面

白 い本 があれば自然に親しむようになると思う｡ (工 学部60 代)

一教養教育は つ まらなくてもい いと思う｡ 自分で 知りた い こと､ やり

た い ことが あればい い の で はない か ｡ 読書は色々 な意味で大事｡

自分 の レ ベ ル を考えて読 んで い けばい い と思う｡ 授業を受けて

本を読もうとい う気には ならなか っ た の で ､ 学生に本を読ませ る

には
､
ペ ー パ ー 試験の か わりに, 指定した本を読ん で レポ ー トさ

せ るなどが有効だと思い ます｡ (教育学部40 代)

■ 地域や地域企業との 結び つ きが ほとんどなか っ たの で残念｡ 地

域 を良く見せ て､ 問題を考えさせ るの が教養教育 に必 要と思う｡

(農学部50 代)

■大学で は ､ 知識 では なく､ 生 き方を学ばせ ることが 重要なの で

は ない で しょうか｡ (農学部50 代)

■何か を与えるという姿勢の 前 に, グル
ー

プ で の 生活の 場を設定

することが良 い と考えます｡ 何 の グ ル ー プでも良 い ､ 合宿生括

の 経験､ 又 は 寮生活 が良い 結果を出すように思 い ます｡ (医学

部60 代)

■ 学生時代に思想書や文学を中心 に多くの 読書をこ なすように指

導して い た だければ幸 い で ある｡ (人文学部60 代)

■ ほとんどの 授業が つ まらないもの で あっ た が ､ ゼ ミは別 だ っ た ｡

討論､ 闘論､ 倒論｡ こ れこ そ ､ 大学 の 授業だ と感 じた｡ ゼミの

準備の た め ､ 論破されない よう, 読書をした｡ 読書の 質､ 量は ､

他の 授業とは比較にならなか っ た ｡ (人文学部50 代)

■私自身の ､ そ して現在の 大学生 の 読書量を考える時､ 大切なの

は ､ 小 学校､ 中学校時代 の 読書量とそ の 質 で は な い かと思う｡

この ア ン ケ ー トの 中に子ども時代 の 読書 に対する質問があ っ たら

よか っ たと思う｡ そ して , また現 在の 大学生 の 読書量 が少ない

の なら, 子ども時代に読む は ずで あ っ た 内容 の 本を紹介して は

どうで しょうか｡ (人文学部50 代)

■ アン ケ ー ト用系剛こ向か い ながら､ 専 門科目の 講義やゼ ミ演習で

学ん だ ことが ､ 現在 の 自分にとっ て 大きな財産であると､ 改め て

感 じました｡ 専門の 内容を学ぶことは, 新し い 世界が 開けて い

くようで 楽しか っ たで す｡
一

般教養と異なり, 試験が レ ポ ー トだ っ

た ことも, じ っ くり学 べ る要 因で あっ た ように思 い ます｡ レ ポ ー ト

を書くため には 読書は不可欠で した｡ 知識を量や点数 で測るの

で は なく質で見て いくことが 大切 であり､ それ こそ 大学の 大学ら

しいところだと感じます｡ (教育学部50 代)

■読 書は個人 の意識 の 問題だと思う｡ 向上 心 の な い 人に は教養書

は読 めない だ ろう｡ やる気を起 こさせ る教育が必要で は な い で

しょうか ｡ (農学部40 代)
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